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ランティア登録をすることに決めました。
　初めて担当するのは、200mほど離れた車いす生活をして
いる高齢者のお宅。雪が降る前に顔を出し、希望などを聞
きながら打ち合わせをしました。
　将夢さんは受験生。区内の高校に進学して、コンピュー
タを勉強したいと受験勉強に励んでいます。「夜遅くまで勉
強した日など、まだ薄暗い時間から雪かきするのは、正直
言って辛いです。でも、雪かきでひと汗かくと、朝ごはん
もおいしいし、頭も冴えて、勉強もはかどる気がします。
何より気分がいいです。」
と将夢さん。
　「やっぱ
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起きられない
日があって、母が代わり
に除雪に行ってくれるん
ですが、その分、日割り
計算で差し引かれそう。
ひどい鬼ババでしょ。」と
ちょっぴり口を尖らせる
将夢さんを、智恵美さん
は笑いながらやさしい目
で見つめます。

だらだら生活の改善を
　高齢化率の高いもみじ台地区は、福祉除雪の利用希望が
多い一方で、協力できるボランティアが不足がちです。
　町内会の回覧板で、福祉除雪のボランティアを募集して
いることを知った栗林智恵美さん（厚別区もみじ台東4丁目）
は、一人息子の将夢さん（もみじ台南中学校3年）に「お母さ
んも手伝うからやってみない。」と声をかけました。
　「毎年冬休みは外出せずに、家でスマホやゲームなどをし
てだらだら過ごしているんです。」そんな将夢さんの姿を見
ていた智恵美さんは、「メリハリのある生活を身につけさせ
たいと思っていました。」と振り返ります。
　元々夜型で朝は弱いと頭をかく将夢さんですが、実は、
気はやさしくて力持ち。数年前、同居するおばあちゃんが
骨折の大ケガをしました。入院を嫌がるおばあちゃんを家
族みんなで自宅介護しましたが、将夢さんも献身的にお世
話をしたといいます。中学生になってからは、小さい頃か
らかわいがってくれた近所のおばあちゃんが雪かきで苦労
していると聞くと、お手伝いもしてきました。

辛いけど、気分がいい
　「ひと冬ボランティアで頑張ったら、活動費というおこづ
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をもらえるんだって」という智恵美さんのささやきに思
わず反応した将夢さん。厚別区社会福祉協議会に除雪のボ

【地域協力員・個人】

・厚別中央地区の皆様	 19名
・厚別南地区の皆様	 40名
・厚別西地区の皆様	 25名
・もみじ台地区の皆様	 31名
・青葉地区の皆様	 20名
・厚別東地区の皆様	 39名

計174名

　高齢者が冬も安心して暮らせるよう、厚別区内では、174名の個人の
除雪ボランティアが活躍しています。今冬は、中学生のボランティア
が朝早くから近所の高齢者宅の雪かきに汗を流してくれました。

栗
くり

林
ばやし

将
まさ

夢
む

さん（もみじ台南中学校3年）

栗林将夢さん（右）とお母さんの智恵美さん

早起きで、
　頭スッキリ！
─中学生の除雪ボランティア─

福祉除雪事業
　この冬も区内で420世帯の方が、地域協力員の皆様の温か
いご支援により、安心して自宅で暮らすことができました。
　ご協力いただいたすべての方に心から感謝申し上げます。

毎年募集しています
～地域協力員～

◇年齢や性別は問いません。
◇一世帯を複数の協力員で除雪することも可能です。
◇活動期間は毎年12月1日～3月25日の4か月間です。
◇�1シーズン通してご協力いただいた方には、活動終了後、
1世帯につき21,000円の協力員活動費をお支払いたします。

　【問い合わせ】
厚別区社会福祉協議会（TEL�895-2483）

【団体・企業】

・札幌報恩会ホープス　様
・㈱ゴットスペース　様
・㈱丸金金澤建設工業　様
・㈱極成建設工業　様


